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２０万件の保健指導実績をもとに、業界初の手法を取り入れた 

特定保健指導の新プログラム「ハピルスチェンジ」７月開始 
 

株式会社ベネフィットワン・ヘルスケア（本社：東京都品川区、代表取締役社長 太田努、
www.bohc.co.jp）は、国民健康保険組合や健康保険組合等に対して、メタボリックシンドローム
の予防・改善を促すことを目的にした特定保健指導 新プログラム「ハピルスチェンジ」を７月よ
りスタートいたしました。 

平成２０年から開始した特定健康診査・特定保健指導は、平成２４年３月をもって第１期を終
えましたが、特定保健指導実施率は約１６％（対象者約４２０万人に対し約６７万に指導実施／
厚生労働省発表）にとどまっており、更なる実施率向上が望まれています。 
また一方で、特定健診・保健指導にかかわる第２期医療費適正化計画が平成２５年度から始ま

り、厚生労働省が平成１９年に策定した「標準的な健診・保健指導プログラム」が改訂されるな
ど、保健指導の実施者に対しては体質改善の効果が高い、より細やかな指導が求められています。 

 
そしてこの度ベネフィットワン・ヘルスケアは、既存の特定保健指導プログラムをリニューア

ルすることで、より高い成果が出せる特定保健指導プログラム「ハピルスチェンジ」を、国民健
康保険組合・健康保険組合等に対して提供してまいります。 

■ 特定保健指導プログラム「ハピルスチェンジ」概要  

対 象 者：国民健康保険組合・健康保険組合等の組合員 

特  徴：『ハピルスチェンジ』では、面談や電話を主にした従来の特定保健指導から、 
次の特徴が新たに加わります。 

①２０万件の保健指導実績データとベイジアンネットワーク技術を活用した 
業界初となる面談手法「ハピルススコープ」の実施 
ベネフィットワン･ヘルスケアが実施してきた過去２０万件の保健指導実績データ
をもとに、現在最も精度が高いと評されるベイジアンネットワーク技術（予測分析
技術）を駆使し、成功確率が高いプランと改善成果予測を面談時に提示。 

②最新タブレット端末を活用し、指導員毎にばらつきのない支援を実現 
特定保健指導の指導員に対して最新タブレット端末を付与し、「ハピルススコープ」
を実施する際に活用することで、精巧且つ指導員毎のスキルに依存しない平準化さ
れた生活改善プランを提示できる。 

③業界初となる「ポイントメソッド（方式）」の活用 
体重管理に必要なカロリー計算をポイントに変換した「ポイントメソッド」を採用。
従来のカロリー計算のわずらわしさを排除し、受診者が分かりやすく、楽しみなが
ら行動管理に取り組むことができる。 

④専用ＷＥＢサイトを開設し、受診者の状況をリアルタイムに把握した指導が可能 
受診者が日々の体重記録や生活改善の進捗状況を入力・確認することができる。指
導者はＷＥＢサイトを見ながら、受診者の状況を把握した上で、メールや電話を通
じて的確な支援を実施する。また日々の記録は、スマートフォンアプリ「ハピルス
健康アプリ」から入力することができ、入力情報はＷＥＢサイトに反映される。 
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料  金： 一人あたり２６０００円～ （支援回数によって料金は異なります） 

期  間： ６ヶ月 

開 始 日： ７月 

問合せ先： ベネフィットワン・ヘルスケア ＴＥＬ：０３－６４１７－９９８１ 
 

※特定保健指導とは・・・ 

厚生労働省は、２００８年から４０歳から７４歳までの被保険者と被扶養者を対象に、メタボリッ

クシンドローム（メタボ）に着目した特定健診・特定保健指導を実施することを、医療保険者（健康

保険組合等）に対し義務付けました。特定保健指導では、メタボの予防・改善を促すことを目的に、

保健師・管理栄養士などが面談や電話での指導を通じて、対象者の食生活の見直しや運動促進を呼び

かけます。 

 

■ 「ハピルスチェンジ」利用時の流れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①初回面談の実施 

指導員が最新のタブレット端末を活用した面談手法「ハピルススコープ」を実施。 

受診者毎に成功確率の高い生活改善プラン・改善成果予測を提示 

 

②ハピルスチェンジ専用のＷＥＢサイトに登録 

面談実施後、受診者は専用のＷＥＢサイトに登録する。ＷＥＢサイトには受診者が面談で 

宣言した目標や計画が反映されており、日々の体重記録や生活改善の進捗状況を入力していく。 

 

③指導員による継続支援 

指導員が専用のＷＥＢサイトから受診者の生活改善状況をリアルタイムで把握し、 

電話・メール等を通じて継続支援を実施する。 

 

④プログラム終了後、次回健診までメール等でフォロー 

リバウンドを防ぐため、プログラム終了後も受診者の次回の健診まで、指導員が 

メール等でフォローを実施。また受診者は、専用のＷＥＢサイトをプログラム終了後も 

永続的に利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

▲ハピルススコープで活用するタブレット端末 ▲ハピルスチェンジ専用のＷＥＢサイト画面 

▼ 報道関係者からのお問合せ 
株式会社パソナグループ 広報室       ＴＥＬ：０３－６７３４－０２１５ 
担当 藤巻、根本          Ｅ－ｍａｉｌ：p.kohoshitsu@pasonagroup.co.jp 


